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て
近
年
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
県

と
協
議
し
ま
す
。

　
山
頂
ト
イ
レ
は
、
山
岳
ト
イ
レ
と
し

て
改
修
す
る
た
め
県
と
協
議
中
で
す
。

　
な
お
、
わ
く
わ
く
プ
ー
ル
付
近
の
ト

イ
レ
は
、
滝
コ
ー
ス
登
山
口
ト
イ
レ
と

合
せ
て
水
洗
式
で
脱
衣
室
を
完
備
し
、

今
春
完
成
し
ま
し
た
。
壁
面
に
は
案
内

マ
ッ
プ
を
掲
示
し
、
滝
コ
ー
ス
登
山
口

に
は
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
も
併
せ
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

（
地
域
振
興
課
）

横
田
地
区

横
田
地
区

問
１
　
安
心
し
て
暮
せ
る
生
活
環
境
の

改
善
と
整
備

①
　
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
等

が
医
療
機
関
・
買
い
物
・
街
の
中
心

部
で
の
催
事
等
そ
の
利
用
・
参
加
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
食
・
蔵
屋
・

原
口
地
域
へ
路
線
バ
ス
の
運
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
民
間
バ
ス
会
社
で
対
応
で
き
な
い

地
域
は
生
活
福
祉
バ
ス
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

②

「
合
併
浄
化
槽
の
ブ
ロ
ワ
ー
電
気

代
」
に
つ
い
て
、
施
設
維
持
管
理
の

観
点
か
ら
、
他
の
集
合
施
設
と
同
様

に
設
置
者
に
お
い
て
負
担
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

③
　
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
鉄
塔
が
蔵
屋
・
福
頼
境
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
ａ
ｕ
と
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
も
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
　
高
校
生
が
多
数
利
用
す
る
高
校
下

の
バ
ス
停
に
、
待
合
所
を
建
設
さ
れ

た
い
。

⑥
　
稲
田
自
治
会
館
は
選
挙
の
投
票
所

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
敷
地
内

に
未
舗
装
部
分
が
あ
り
来
場
者
に
不

便
を
掛
け
な
い
為
に
も
、
簡
易
舗
装

を
お
願
い
し
ま
す
。

答
１
　
①
　
バ
ス
路
線
等
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
に
こ

れ
ら
を
協
議
す
る
奥
出
雲
町
地
域
公
共

交
通
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
中
で
、
地
域
に
お
け
る

必
要
な
公
共
交
通
の
形
態
や
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢

者
の
外
出
支
援
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

②
　
合
併
浄
化
槽
を
含
む
下
水
道
事
業

は
、
公
営
企
業
会
計
に
属
し
、
町
が
負

担
す
べ
き
も
の
以
外
は
利
用
者
か
ら
の

使
用
料
金
で
そ
の
運
営
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況
は
、

全
て
の
会
計
で
利
用
料
金
に
よ
り
維
持

管
理
経
費
を
賄
う
こ
と
が
出
来
な
い
た

め
、
そ
の
不
足
額
を
一
般
会
計
か
ら
税

金
等
で
補
填
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、
下
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
一
月
よ
り
料
金
を
統
一
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
次
回
の
下
水
道
料
金

審
議
会
に
お
い
て
、
再
度
審
議
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
水
道
課
）

③
　
各
携
帯
事
業
の
通
信
エ
リ
ア
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
現
状
把
握
に
努
め
る

と
共
に
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し

て
、
通
信
エ
リ
ア
拡
大
の
要
望
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
　
　
　
　
（
総
務
課
）

⑤
　
横
田
高
校
と
協
議
の
う
え
検
討
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

⑥
　
集
会
所
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
行

な
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
集
会
所
周
辺

整
備
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
交
付
金
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
面
の
簡
易
な
工
法
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
試
験
施
工
的
な
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
有
利
な
方
法
等

に
つ
い
て
、
協
議
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

問
２
　
災
害
予
防
・
環
境
改
善
美
化
対

策
に
つ
い
て

①
　
六
日
市
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

地
域
の
改
修
を
要
望
し
ま
す
。

②
　
大
曲
地
区
急
傾
斜
地
砂
防
対
策
と

し
て
立
木
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
　
樋
口
住
宅
団
地
の
防
火
水
利
に
つ

い
て
要
望
し
た
が
進
展
が
見
ら
れ
ず
、

入
居
者
及
び
周
囲
の
先
住
家
庭
で
も

防
火
対
策
に
つ
い
て
非
常
に
不
安
を

も
っ
て
い
ま
す
。
地
下
タ
ン
ク
を
早

急
に
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

④
　
消
防
横
田
分
団
五
部
、
七
部
に
団

員
の
待
機
詰
所
を
設
置
し
て
頂
き
た

い
。

⑤
　
原
口
明
田
下
の
陶
山
徳
夫
宅
前
の

た
め
池
を
防
火
用
水
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
改
修
し
て
頂
き
た
い
。

答
２
　
①
と
②
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
県
が
管
理
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
仁

多
土
木
事
業
所
へ
対
応
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

③
　
消
防
水
利
に
つ
い
て
は
、
初
期
消

火
の
水
利
と
し
て
消
火
栓
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
に
対
し
、
よ
り
洲

の
除
去
と
護
岸
改
修
に
併
せ
河
川
内
へ

の
進
入
路
設
置
の
要
望
を
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
地
下
タ
ン
ク
設
置
に
は
、
工

事
費
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
受
益
者
負
担

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（
総
務
課
）

④
　
町
内
の
消
防
格
納
庫
に
つ
い
て
は
、

団
員
が
待
機
す
る
詰
所
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
箇
所
が
他
に
も
あ
り
、
今
後
は

消
防
団
の
組
織
強
化
の
た
め
、
施
設
整

備
計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

⑤
　
現
在
、
町
が
た
め
池
を
防
火
施
設

と
し
て
改
修
す
る
事
業
は
な
く
、
受
益

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
防
火
施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
国
の

補
助
事
業
で
耐
震
防
火
水
槽
を
設
置
し

た
場
合
、
受
益
者
負
担
が
工
事
費
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
耐
久
性
や
安
全

性
等
か
ら
こ
の
事
業
を
ご
活
用
頂
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
総
務
課
）

八
川
地
区

八
川
地
区

問
１
　
生
活
環
境
整
備
に
つ
い
て

①
　
現
在
、
仲
仙
道
の
大
塚
嘉
二
宅
前

の
バ
ス
停
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

国
道
３
１
４
号
の
道
路
上
で
乗
り
降

り
し
て
い
る
た
め
、
冬
期
間
は
路
面

が
凍
結
し
大
変
危
険
で
あ
り
、
八
川

ト
ン
ネ
ル
を
出
た
箇
所
に
移
動
を
し

て
ほ
し
い
。

②
　
三
井
野
原
簡
易
水
道
は
、
近
年
に

な
り
鎌
田
繁
宅
横
か
ら
給
水
タ
ン
ク

ま
で
の
本
管
の
破
損
事
故
が
再
三
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
根
本
的
な
改

良
整
備
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

③
　
現
在
、
古
市
自
治
会
に
は
、
防
火

水
槽
が
三
箇
所
、
丹
波
水
路
、
原
堰

水
路
が
あ
り
消
防
水
路
と
し
て
使
用

可
能
で
す
が
、
大
火
災
に
な
っ
た
場

合
は
、
こ
の
設
備
で
は
十
分
と
は
い

え
な
い
状
況
で
す
。
下
横
田
川
か
ら

直
接
消
防
自
動
車
等
が
取
水
で
き
る

専
用
通
路
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
１
　
①
　
バ
ス
停
の
移
動
に
つ
い
て

は
、
（株）
奥
出
雲
交
通
に
お
い
て
、
小
中

学
校
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
協
議

が
整
え
ば
、
早
け
れ
ば
九
月
一
日
に
八

川
ト
ン
ネ
ル
南
側
の
待
避
所
付
近
へ
移

動
し
ま
す
。
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

②
　
三
井
野
簡
易
水
道
の
ご
要
望
の
区

間
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
行
っ
た

上
で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
水
道
課
）

③
　
河
川
の
管
理
道
は
、
県
へ
要
望
し

ま
す
。

　
　
　
　

（
総
務
課
）

問
２
　
現
在
、
滝
之
尾
水
路
（
農
業
水

路
）
は
、
古
市
・
川
西
の
約
三
十
戸
の

農
家
が
、
水
稲
耕
作
の
た
め
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
大
雨
等
に
よ
り
取
水
口
が

土
砂
に
埋
ま
り
取
水
で
き
な
い
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
す
。
農
家
の
高
齢
化
等
に

よ
り
、
除
去
作
業
が
進
ま
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
町
に
お
い
て
、
堆
積
土
砂

の
除
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
２
　
頭
首
工
か
ら
の
、
取
水
施
設
改

修
及
び
水
路
改
修
に
つ
い
て
今
年
度
ま

で
は
、
農
地
有
効
支
援
整
備
事
業
が
あ

り
ま
し
た
が
、
次
年
度
以
降
は
予
算
化

が
未
確
定
で
す
。
方
向
性
が
出
れ
ば
協

議
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
な
お
、
農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
で
の
取
組
み
も
地
区
協
議
会
で
検

討
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
土
砂
取
り
除
き
に
つ
い
て
は
、

多
数
要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急
性

を
考
慮
し
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
農
林
土
木
課
・
建
設
課
）

問
３
　
八
川
地
区
住
民
は
も
と
よ
り
関

係
保
護
者
か
ら
は
、
是
非
八
川
地
区
に

幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
な
施
設
を

整
備
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
川
小
学
校
の
一
部
校
舎
に

お
い
て
は
、
耐
震
化
整
備
が
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
併
せ
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
３
　
幼
稚
園
と
保
育
所
の
一
体
的
施

設
は
、
地
区
の
皆
様
の
要
望
を
聞
き
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
八
川
幼
稚
園
は
耐
震
診
断
の
結

果
、
改
築
が
必
要
と
判
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
幼
保
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
就

学
前
の
乳
幼
児
教
育
一
体
の
施
設
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
町
財
源
を
考
慮
し

な
が
ら
、
福
祉
会
と
も
調
整
を
図
り
整

備
を
進
め
ま
す
。
　
（
子
育
て
支
援
室
）

　
八
川
小
学
校
普
通
教
室
棟
と
屋
内
運

動
場
も
耐
震
診
断
の
結
果
、
改
築
が
必

要
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
幼
稚
園
、

小
学
校
普
通
教
室
棟
、
屋
内
運
動
場
三

棟
に
つ
い
て
年
次
計
画
に
よ
り
改
築
の

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

馬
木
地
区

馬
木
地
区

問
１
　
地
域
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
馬

木
中
心
部
に
駐
車
す
る
場
所
が
な
く
不

便
を
解
消
し
て
欲
し
い
。

　
馬
木
幼
児
園
前
の
町
道
二
車
線
改
良

し
、
使
用
時
に
は
片
側
駐
車
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答
１
　
馬
木
幼
児
園
前
の
町
道
反
保
野

伏
中
線
に
は
、
一
部
の
区
間
に
停
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
幼
保
一
元
化

に
伴
う
出
入
り
口
の
統
合
に
は
対
応
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
混
雑
が
一
層
大
き
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

園
児
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
か
ら
、
送

迎
車
両
の
停
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
重
要

と
考
え
ま
す
が
、
全
線
二
車
線
化
や
停

車
帯
の
確
保
に
は
用
地
の
確
保
や
中
央

部
の
橋
梁
拡
幅
な
ど
関
係
の
皆
様
の
ご

協
力
や
町
財
政
と
の
調
整
が
必
要
で
す

の
で
、
今
後
の
整
備
に
向
け
て
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。
　
　
（
建
設
課
）


